
距

《
保
健
衛
生
功
労
》

岡
　
司
氏（
　
）小
学
校
の
学
校
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児
童
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

７１

小
林
　
敎
雄
氏（
　
）小
学
校
の
学
校
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児
童
の
健
康
保
持
増

７０

進
に
尽
力

渡
辺
　
昌
雄
氏（
　
）小
・
中
学
校
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児
童
の
健

７０

康
保
持
増
進
に
尽
力

《
産
業
功
労
》

寺
田
　
 
氏（
　
）農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
農
地
行
政
の
推
進
等
に
尽
力

７６

藤
田
　
國
夫
氏（
　
）農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
農
地
行
政
の
推
進
等
に
尽
力

７４

《
環
境
衛
生
功
労
》

大
塚
　
倉
造
氏（
　
）衛
生
区
長
、廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
環

８０

境
衛
生
の
向
上
に
尽
力

八
木
　
潔
氏（
　
）衛
生
区
長
、廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
環
境

６８

衛
生
の
向
上
に
尽
力

《
交
通
安
全
功
労
》

細
田
　
裕
子
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・
安

６８

全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

畑
山
　
栄
一
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・
安

６８

全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

吉
岡
　
優
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・
安
全

68

意
識
の
高
揚
に
尽
力

（
故
）山
﨑
　
永
壽
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止

７７

・
安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

《
ス
ポ
ー
ツ
功
労
》

中
川
原
　
壽
朗
氏（
　
）野
田
市
野
球
協
会
理
事
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー

７１

ツ
の
振
興
に
尽
力

野
口
　
義
雄
氏（
　
）野
田
市
体
育
協
会
副
会
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ

６８

の
振
興
等
に
尽
力

佐
藤
　
貴
則
氏（
　
）平
成
　
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　
ボ
ク
シ
ン
グ
　

１８

１９

フ
ェ
ザ
ー
級
　
第
1
位

朝
比
奈
　
健
人
氏
（
　
）
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
2
0
0
7
年
度
全

１５

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
男
子
カ
デ
ッ
ト
の
部
　
　
　
級
　
第
1
位

４２
ｋｇ

 《
感
謝
状
》　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
頭
金
属
株
式
会
社
様

野
田
商
工
福
祉
協
同
組
合
様
　

松
浦
建
設
株
式
会
社
様
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健

や
か
に
希
望
に
満
ち
た
平
成
　
年
の
新
春
を

20

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
報
道
さ
れ
る
経
済
の
上
昇
数
値

と
は
懸
け
離
れ
、
社
会
全
体
の
元
気
さ
が
な

く
豊
か
さ
を
実
感
で
き
な
い
と
の
声
が
聞
こ

え
る
中
で
、
年
金
の
不
祥
事
件
、
大
雨
や
地

震
な
ど
に
よ
る
災
害
の
発
生
、 巷
 で
は
犯
罪

ち
ま
た

あ
る
い
は
交
通
事
故
の
顕
著
化
な
ど
暗
い
ニ

ュ
ー
ス
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
実
に
多
く
の
人

た
ち
が
明
る
く
元
気
の
あ
る
社
会
を
待
望
さ

れ
て
お
り
、
政
治
に
対
す
る
期
待
と
と
も
に

そ
の
責
任
を
日
々
強
く
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
合
併
後
の
野
田
市
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
く
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
各
種
施
策
を
着
実
に
進
め
、「
ま

め
バ
ス
の
　
万
人
利
用
」
達
成
、“
市
営
交

100

番
”「
ま
め
ば
ん
」
の
活
躍
、
ま
た
、
都
市
基

盤
の
要
と
な
る
駅
前
整
備
も
区
画
整
理
事
業

の
進
捗
と
呼
応
し
、
七
光
台
駅
・
清
水
公
園

駅
・
梅
郷
駅
と
駅
舎
の
橋
上
化
等
が
完
成
し

利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
こ
の
間
、
少
子
高
齢
化
の
社
会
構
造

変
化
へ
対
応
し
、行
政
の
み
な
ら
ず
民
間
の
福

祉
事
業
の
推
進
に
努
め
て
、社
会
福
祉
法
人
に

よ
る
知
的
障
害
者
通
所
更
生
施
設「
ひ
ば
り
」

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
松
葉
園
」の
開
設

な
ど
、地
域
実
情
に
即
し
た「
暮
ら
し
や
す
い
」

行
政
施
策
の
実
行
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、市
民
の
皆
様
と

協
働
で
見
直
し
を
行
い
位
置
付
け
ら
れ
た「
野

田
市
総
合
計
画
基
本
構
想
及
び
新
市
建
設
計

画
」の
着
実
な
実
行
と
、市
民
の
皆
様
一
人
ひ

と
り
が
豊
か
さ
や
幸
せ
を
よ
り
実
感
で
き
る
、

市
民
生
活
の
た
め
の
行
政
施
策
の
実
現
に
向

け
、
最
善
の
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
限
り
な
い
ご
発
展

を
心
か
ら
ご
祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

豊
か
さ
や
幸
せ
を

　
　
　
よ
り
実
感
で
き
る
生
活
を

　
野
田
市
議
会
議
長

　
　
　
　
鈴
　
木
　
　
有


